














                                                  事 務 連 絡 

平成２３年３月１０日 
 
 
各都道府県及び市区町村等介護保険主管課（室）御中 
 
 
                     厚生労働省老健局老人保健課 
 
 

介護認定審査会委員テキスト 2009 改訂版の修正について 
 
 

介護保険行政の推進につきましては、日頃からご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 
さて、既にお知らせしていましたが、認定有効期間の改正（平成２３年４月

１日施行）に伴う介護認定審査会委員テキスト 2009 改訂版について、別紙のと

おり修正を行い、修正後のテキストを厚生労働省ホームページに掲載しました

ので、お知らせします。 
（ＵＲＬ：http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/nintei/dl/text2009 3.pdf） 

認定有効期間の見直し以外の部分についても誤字脱字等の修正を行っており

ますが、現行の介護認定審査会における審査判定手順等を変更するものではあ

りませんのでご留意下さい。 
なお、本テキストは平成２３年４月１日以降に受けた申請に係る審査判定か

ら使用してください。区分変更認定を行った場合並びに要支援認定の更新申請

に対し要介護認定を行った場合及び要介護認定の更新申請に対し要支援認定を

行った場合の有効期間に関する経過措置については、「介護保険法施行規則の一

部を改正する省令の施行について」（平成２３年３月１０日老発０３１０第１号

厚生労働省老健局長通知）を本日発出しましたので参照してください。 
 



（別紙）

番 箇所 修正前 修正後 分類

1
ⅰページ
本文
28行目

介助の手間 介護の手間 誤字・脱字の修正

2
28ページ
図表6

困難・Ⅱ以上Ｍ 困難・Ⅱ以上かＭ 誤字・脱字の修正

3

30ページ
図表7
区分変更申請
設定可能な認定有効期間
の範囲

3ヶ月～6ヶ月 3ヶ月～12ヶ月 省令の改正に伴う修正

4

30ページ
図表7
更新申請
前回要支援→今回要介護
設定可能な認定有効期間
の範囲

3ヶ月～6ヶ月 3ヶ月～12ヶ月 省令の改正に伴う修正

5

30ページ
図表7
更新申請
前回要介護→今回要支援
設定可能な認定有効期間
の範囲

3ヶ月～6ヶ月 3ヶ月～12ヶ月 省令の改正に伴う修正

6

35～36ページ
（２）要介護認定等基準時
間
35ページ11行目～36ペー
ジ3行目

これらの時間は、実際のケア時間を示すもので
はありませんが、各行為ごとの介護の手間が相
対的にどの程度かかっているかを示しており、ま
たこれにより一次判定ソフトがどの行為により多
くの介護時間を要すると判断しているかを知るこ
とができます。

※35ページ「(2)要介護認定等基準時間」の5行目
～7行目と重複するため削除

二重記載部分の削除

7
55ページ
「移動」の樹形図

認知機能 その他の修正

介護認定審査会委員テキスト2009改訂版 修正箇所

認知機能


